



























































































































13 岡崎一「平塚らいてうとE. A. Poe」（首都大学東京人文科学研究科『人文学報　表象文化論』（2013年）476号）39頁。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































79 岡崎･前掲「平塚らいてうとE. A. Poe」39頁。
80 例えば、「平塚らいてうの会ニュース」102号（2018年7月1日）の「らいてう講座　母性保護論争と現代の課題」
（飯村しのぶ）を参照。
81 平成31年4月下旬、“らいてうの家”を再訪し、平塚らいてうの会会長米田佐代子氏の講演「100年前の女の元
平塚らいてうと中川善之助先生　69
気」（2019年度オープン記念イベント）を拝聴し、講演前の新春茶会に私たち夫婦も飛び入り参加するなど良き
ひと時であった。本考察に際し、同会副会長折井美耶子氏より文献上のご教示を頂き、また、事務局の金輪きみ
子氏にはメールのやり取りでお世話になった。他にも多くの方々より資料･文献･聞取り等を通して貴重なご教
示･ご助言を頂戴した。心よりお礼申し上げる。最後に、私の我儘な学究生活をこれまでしっかり支えてくれた
妻優子にも“ありがとう”と伝えたい。
82 擱筆後、飯島ユキ氏「美しき隣人　平塚らいてう」の「㉗筆名『らいてう』」（前掲ＭＧプレス2019年6月26日）
に接した。筆名を「らいてう」にした経緯につき、「中山滞在中に中島家の番頭、小岩井村男さんから、雷鳥の
幼鳥を見せられたことが関係していた。現当主の話しでは、池に来ていた怪我をして動けなくなった雛を、村男
さんが保護し手当したという」と述べられる。
70
【概略図】「高原の秋」における
らいてうの歩いた道：“ 一本道 ”
（推測）➪太い点線〔作成：後藤〕
平板の長橋
現中林橋
